
陣
儀
粗
考

告

井

幸

男

は
じ
め
に

朝
堂
院
と
そ
の
東
方
の
太
政
官
曹
司
か
ら
、
内
裏
と
そ
の
東
方
の
外
記
庁
へ
、
さ
ら
に
清
涼
殿
と
そ
の
東
方
の
左
近
衛
陣
へ
と
、
朝
廷
の

行
政
の
場
は
移
動
し
た
。
本
稿
は
そ
の
最
終
形
態
を
構
成
す
る
、
陣
儀
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る（
１
）。

一　

官
方
と
外
記
方

当
儀
に
関
連
し
て
は
、
佐
々
木
宗
雄
、
堀
江
美
樹
子
両
氏
の
陣
公
事
に
つ
い
て
の
論
考
が
あ
る（
２
）。

佐
々
木
氏
は
陣
で
行
わ
れ
る
諸
儀
の
う

ち
、
陣
定
・
陣
申
文
を
除
く
か
な
り
広
い
範
囲
の
政
務
を
、「
陣
公
事
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
堀
江
氏
は
、
陣
に
お
い
て
行

わ
れ
る
こ
と
の
他
に
、
上
卿
の
定
を
含
む
こ
と
、
天
皇
へ
の
奏
聞
が
行
わ
れ
る
こ
と
、
を
構
成
要
件
と
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
佐
々
木
氏
が
陣

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
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公
事
に
含
め
ら
れ
て
い
た
、
擬
階
奏
・
郡
司
読
奏
・
御
卜
・
施
米
・
駒
牽
・
官
奏
・
内
印
・
固
関
・
薨
奏
・
祈
雨
止
雨
奉
幣
な
ど
は
、
上
卿

に
よ
る
定
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
陣
公
事
か
ら
は
外
さ
れ
た
。

本
稿
も
大
ま
か
に
は
堀
江
氏
の
結
論
に
首
肯
す
る
が
、
や
や
論
を
異
に
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。『
玉
葉
』
安
元
二
年
（
一
一
七
六
）
十
二

月
廿
七
日
条
は
、
複
数
の
陣
儀
に
つ
い
て
、
し
か
も
詳
細
に
記
し
て
い
る
。
記
主
の
九
条
兼
実
は
こ
の
日
、
不
堪
定
和
奏
、
及
び
位
禄
定
、

施
米
定
、
公
卿
分
配
な
ど
の
上
卿
を
つ
と
め
る
こ
と
と
な
っ
た（
３
）。

申
の
終
刻
に
参
内
し
、
陣
腋
で
大
史
の
小
槻
隆
職
か
ら
直
中
弁
や
、
左
右

少
弁
・
六
位
史
た
ち
が
ま
だ
来
て
い
な
い
（
後
二
者
は
外
記
政
の
た
め
結
政
所
に
所
在
）
こ
と
を
き
い
た
兼
実
は
、
陣
に
は
着
か
ず
、
御
所
の

方
に
参
っ
た
。
そ
こ
に
関
白
基
房
が
来
た
の
で
、
陣
儀
に
つ
き
様
々
質
問
し
た
が
、
そ
の
う
ち
「
奏
以
前
に
位
禄
・
施
米
定
を
行
い
、
奏
以

後
に
公
卿
分
配
を
行
い
た
か
っ
た
が
、
弁
や
史
が
ま
だ
来
て
お
ら
ず
、
官
方
の
事
は
行
え
な
い
の
で
、
最
初
に
公
卿
分
配
を
行
い
た
い
」
旨

を
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
問
題
な
い
。
特
に
順
番
は
な
い
。
臨
機
応
変
で
よ
い
」
と
の
返
答
を
得
た
。

ま
た
、「
そ
れ
な
ら
ば
、
官
方
行
事
で
あ
る
位
禄
定
に
外
記
硯
を
用
い
て
も
よ
い
か
。
不
堪
定
に
外
記
硯
を
用
い
た
例
は
な
い
が
ど
う
し

た
も
の
か
」
と
き
い
た
と
こ
ろ
、「
外
記
硯
を
不
堪
定
に
用
い
る
の
は
穏
便
で
は
な
い
。
公
卿
分
配
が
終
わ
っ
た
ら
外
記
硯
を
撤
去
し
て
、

位
禄
・
不
堪
定
等
に
は
官
硯
を
用
い
る
の
が
よ
か
ろ
う
」
と
示
教
さ
れ
た
。
そ
こ
で
兼
実
は
基
房
の
言
に
従
い
、
ま
ず
公
卿
分
配
を
行
い
、

そ
の
次
に
位
禄
定
、
次
に
施
米
を
、
そ
し
て
次
に
不
堪
定
、
次
に
和
奏
と
い
う
順
で
行
う
こ
と
と
し
た
。

以
上
よ
り
、
陣
儀
に
は
官
方
行
事
と
外
記
方
行
事
が
あ
り
、
公
卿
分
配
は
前
者
、
位
禄
定
以
下
は
後
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

官
・
外
記
の
硯
は
通
用
可
能
な
の
で
あ
る
が
、
不
堪
定
は
官
硯
で
な
い
と
だ
め
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
不
堪
定
が
陣
定
で
あ
る
こ
と
に
よ
ろ
う
。

兼
実
・
基
房
の
や
り
と
り
か
ら
も
、
二
人
が
不
堪
定
と
和
奏
を
、
公
卿
分
配
以
下
の
諸
儀
と
は
区
別
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
公
卿
分
配

以
下
の
諸
儀
は
、
外
記
方
・
官
方
の
別
は
あ
る
も
の
の
、
硯
も
通
用
し
う
る
一
連
の
儀
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
堀
江
氏
が
「
使
や
僧

名
な
ど
の
人
事
に
関
す
る
上
卿
の
定
」
と
評
価
さ
れ
る
の
は
、
外
記
方
の
儀
を
主
た
る
考
察
対
象
と
さ
れ
た
か
ら
で
、
官
方
も
含
め
れ
ば
そ
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の
内
容
は
人
事
に
留
ま
ら
な
い（
４
）。

そ
こ
で
本
稿
で
は
不
堪
定
や
官
奏
（
こ
こ
で
は
不
堪
和
奏
）
は
除
く
が
、
佐
々
木
・
堀
江
両
氏
が
含
め
ら
れ
な
か
っ
た
公
卿
分
配
や
、
位

禄
定
・
施
米
定
な
ど
を
、
陣
儀
と
名
づ
け
て
考
察
す
る
。
陣
儀
に
お
い
て
は
、
各
種
の
硯
・
筥
や
黄
紙
の
文
書
、
場
や
人
に
よ
っ
て
見
る
文

書
・
見
な
い
文
書
が
あ
る
こ
と
、
天
皇
に
奏
す
か
否
か
、
中
に
巻
き
込
む
文
書
と
外
に
巻
く
文
書（
５
）、

そ
も
そ
も
の
具
文
書
の
数
・
種
類
、
礼

紙
・
表
（
上
）
紙
・
懸
紙
の
作
法
な
ど
、
細
か
な
故
実
が
存
す
る
。
そ
の
全
て
に
言
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
ら
か
ら
窺
わ
れ
る

政
務
の
意
味
の
一
端
を
抽
出
し
た
い
。

二　

公
卿
分
配

『
玉
葉
』
当
日
条
に
よ
り
公
卿
分
配
の
流
れ
を
略
述
す
る
と
、
①
上
卿
着
陣
。
②
大
弁
着
座
。
③
外
記
に
例
文
筥
（
上
卿
前
）・
硯
筥
（
参

議
前
）
を
持
っ
て
来
さ
せ
る
。
④
上
卿
が
例
文
を
見
る
。
⑤
参
議
に
分
配
を
書
か
せ
る
。
上
卿
は
例
文
の
冒
頭
の
み
読
む
。
あ
と
は
折
紙
を

写
す
。
⑥
参
議
は
書
き
了
っ
た
ら
、
上
卿
に
進
上
す
る
。
⑦
上
卿
は
、
例
文
と
見
合
わ
せ
る
。
⑧
蔵
人
に
渡
し
、
内
覧
し
奏
す
よ
う
仰
す
。

⑨
奏
上
し
終
わ
っ
た
蔵
人
か
ら
返
し
給
わ
り
、
外
記
に
渡
す
。
⑩
外
記
に
硯
筥
を
撤
さ
せ
る
。
と
な
る
。

こ
こ
で
留
意
す
べ
き
点
は
、
分
配
す
べ
き
人
名
が
押
紙
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
上
卿
は
冒
頭
の
み
読
み
（
こ
こ
で
は
「
女
王
禄
所
」）、

あ
と
は
外
記
が
前
も
っ
て
書
き
出
し
て
お
い
た
折
紙
を
見
な
が
ら
写
す
こ
と
、
そ
し
て
分
配
の
定
文
を
奏
す
る
か
否
か
に
両
説
の
あ
っ
た
こ

と
、
の
三
点
で
あ
る
。

前
も
っ
て
書
き
出
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
公
卿
分
配
で
は
な
い
が
、
類
似
す
る
朝
儀
で
あ
る
殿
上
所
宛
の
例
が
あ
る
。『
左
経
記
』
長
元

四
年
（
一
〇
三
一
）
九
月
十
三
日
条
に
、「
殿
上
所
宛
の
土
代
」
が
み
え
、
上
卿
右
大
臣
藤
原
実
資
の
言
と
し
て
、「
所
宛
事
、
是
れ
秘
蔵
べ

陣儀粗考3



か
ら
ざ
る
事
な
り
。
内
々
に
闕
所
勘
文
に
付
き
て
、
先
に
然
る
べ
き
の
人
々
を
量
り
宛
て
、
持
ち
奉
る
べ
き
が
是
な
り
。
御
前
に
て
量
り
宛

る
時
、
々
剋
推
移
せ
る
は
、
事
の
煩
い
無
き
に
し
も
非
ず
」、
と
あ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
記
主
の
源
経
頼
（
参
議
右
大
弁
）
は
、
史
の
小
槻
貞

行
に
仰
せ
て
、
所
々
の
闕
を
量
り
宛
て
さ
せ
て
い
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
御
前
で
行
う
べ
き
所
宛
を
、
実
質
、
官
史
が
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

十
六
日
、
経
頼
は
殿
上
方
で
、
土
代
文
を
頭
弁
経
任
に
授
け
て
、「
こ
れ
は
内
々
の
儀
が
あ
っ
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
硯
を
召
す
時
に

密
々
に
加
え
奉
る
よ
う
に
」
と
言
っ
て
い
る
。
そ
し
て
実
際
に
硯
が
召
さ
れ
た
と
き
、
柳
筥
に
硯
、
筆
墨
、
刀
、
続
紙
と
、
土
代
文
、
水
瓶

な
ど
を
入
れ
て
蔵
人
少
将
経
季
が
持
参
し
た（
６
）。

ち
な
み
に
前
も
っ
て
書
い
て
お
く
こ
と
は
、
不
堪
定
に
お
い
て
も
行
わ
れ
る
。『
玉
葉
』
同
日
条
に
、「
勘
文
の
端
を
引
き
撤
ち
て
読
み
て

云
わ
く
『
諸
国
の
言
上
せ
る
当
年
不
堪
佃
田
の
事
』。
大
弁
書
く
。
ま
た
読
み
て
云
わ
く
『
伊
賀
』。
此
の
後
、
実
綱
読
ま
ず
」、「
大
弁
、
大

夫
史
の
小
書
出
を
、
硯
筥
の
左
方
に
置
き
て
、
こ
れ
を
書
く
（
件
の
書
出
は
硯
筥
に
入
れ
る
か
。
将
た
続
紙
を
召
の
次
に
持
ち
参
る
か
。
委
し
く

見
及
ば
ず
）。
端
一
両
枚
を
書
き
、
こ
れ
と
取
り
替
う
（
兼
日
書
き
儲
け
、
懐
中
す
。
近
代
の
例
な
り
）」、
と
み
え
る
。
冒
頭
の
み
読
ん
で
、
あ

と
は
大
弁
は
大
夫
史
の
用
意
し
た
小
書
出
を
見
な
が
ら
書
き
、
し
か
も
端
一
両
枚
だ
け
書
い
て
、
前
も
っ
て
書
い
て
懐
中
し
て
い
た
も
の
と

取
り
替
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
既
に
摂
関
期
に
み
え
、『
小
右
記
』
治
安
三
年
（
一
〇
二
三
）
十
二
月
五
日
条
に
「
但
し
大
弁
、
草
子
を
置
き
、
こ

れ
を
見
て
書
く
。
近
代
の
例
な
り
」、
翌
万
寿
元
年
（
一
〇
二
四
）
十
一
月
二
八
日
に
「
大
弁
を
目
し
て
書
か
し
む
。
懐
中
の
草
子
を
以
て

前
に
置
き
、
こ
れ
を
見
て
書
く
な
り
。
已
に
恒
例
た
り
」、「
但
し
近
代
の
不
堪
定
、
殊
な
る
事
無
く
ば
、
例
事
と
し
て
、
大
弁
、
懐
中
の
草

子
を
以
て
写
し
書
く
こ
と
な
り
」、
翌
同
二
年
十
一
月
二
九
日
条
「
黄
勘
文
を
見
ゆ
。
大
弁
に
目
し
て
書
か
し
む
〈
懐
中
の
草
子
を
置
き
て

書
く
〉」
な
ど
と
み
え
、『
左
経
記
』
長
元
四
年
（
一
〇
三
一
）
閏
十
月
廿
七
日
条
で
も
大
弁
が
定
文
を
書
く
際
、「
兼
ね
て
土
代
を
書
き
、

（
そ
れ
を
）
硯
の
傍
に
置
き
て
書
く
」
と
あ
る
な
ど
、
枚
挙
に
遑
が
な
い
。
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院
政
期
に
入
っ
て
も
『
永
昌
記
』
保
安
三
年
（
一
一
二
二
）
十
二
月
二
七
日
条
に
「
予
、
た
だ
折
紙
に
就
き
て
書
く
〈
筥
の
中
よ
り
取
り

出
さ
ず
〉」、
さ
ら
に
下
っ
て
『
猪
隈
関
白
記
』
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
十
二
月
二
十
日
「
目
録
の
最
初
の
国
一
箇
国
許
り
を
読
み
上
ぐ

〈
自
余
は
読
ま
ず
〉、
左
大
弁
書
く
〈
件
の
定
文
案
、
折
紙
に
書
き
、
本
よ
り
硯
筥
に
入
れ
、
史
進
る
な
り
〉」
な
ど
と
あ
る
。

不
堪
文
以
外
で
も
、『
小
右
記
』
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
正
月
二
五
日
条
（
譲
位
固
関
）
に
「
今
日
大
臣
、
懐
中
の
草
子
を
披
見
す
る
隙

無
し
」、『
同
書
』
長
元
元
年
（
一
〇
二
八
）
十
月
十
三
日
条
に
「
御
読
経
僧
名
を
書
く
〈
兼
ね
て
事
の
由
を
仰
せ
て
、
草
子
を
硯
に
入
れ
し

む
〉」、
院
政
期
で
も
『
山
槐
記
』
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
九
月
五
日
条
（
八
幡
賀
茂
御
幸
定
）
に
「
予
、
民
部
卿
に
示
し
て
云
わ
く
『
今
度

の
定
文
の
土
代
は
候
や
』、
答
え
ら
れ
て
云
わ
く
『
候
う
』。
此
の
間
定
長
、
密
々
に
折
紙
を
相
公
に
授
く
」、『
同
』
寿
永
二
年
（
一
一

八
三
）
二
月
廿
七
日
条
（
祈
年
穀
奉
幣
定
）
に
「
予
与
奪
し
一
両
行
を
書
か
し
む
る
の
後
、
予
、
小
書
出
折
紙
を
匠
作
に
授
け
て
書
か
し
む
」、

儀
式
書
で
も
『
内
局
柱
礎
抄
』「
入
眼
今
案
儀
」
に
「
先
に
内
々
に
小
折
紙
を
便
宜
の
所
に
て
書
き
出
し
、
少
々
袖
書
以
下
を
加
う
。
二
三

巻
残
し
置
き
て
、
陣
に
て
こ
れ
を
書
く
な
り
」
な
ど
と
み
え
る
。

こ
れ
は
朝
儀
の
み
な
ら
ず
家
儀
で
も
同
様
で
、『
玉
葉
』
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
十
月
十
六
日
条
の
「
定
春
日
使
雑
事
」
の
記
事
に

「
こ
こ
に
余
、
与
奪
す
（
其
の
詞
に
云
わ
く
『
春
日
祭
使
の
雑
事
を
定
め
む
』
と
。
光
盛
書
き
了
り
て
気
色
を
候
う
。
ま
た
読
み
て
云
わ
く

『
一
つ
、
装
束
、
舞
人
の
下
襲
』。
此
の
後
光
盛
、
土
代
を
開
き
置
き
て
、
こ
れ
を
書
く
。
光
盛
、
定
文
を
書
き
畢
り
、
放
紙
の
奥
に
定
文
を

巻
く
〈
土
代
并
び
に
紙
の
残
り
は
懐
中
に
挿
す
〉」、
文
治
三
年
（
一
一
八
七
）
十
二
月
廿
四
日
条
の
「
七
社
奉
幣
」
の
記
事
で
も
「
余
、
例

文
を
披
き
持
ち
て
、
こ
れ
を
読
み
て
書
か
し
む
。
端
一
両
行
許
り
を
読
む
〈
た
と
い
「
神
馬
十
列
東
遊
」
な
ど
ま
で
読
む
〉、
其
の
後
宗
頼
、

土
代
を
以
て
書
く
」
と
あ
っ
て
、
端
ば
か
り
を
読
み
、
あ
と
は
土
代
・
小
書
出
・
折
紙
・
懐
中
草
子
な
ど
を
書
写
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
こ
と
は
近
年
黒
羽
亮
太
氏
が
、
荷
前
使
定
・
僧
名
定
を
対
象
と
し
て
、
定
の
形
骸
化
と
事
前
に
事
務
方
が
折
紙
を
用
意
す
る
こ
と
を
、

歴
史
的
に
位
置
づ
け
た
議
論
に
通
底
し
よ
う（
７
）。

つ
ま
り
黒
羽
氏
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
、
恐
ら
く
陣
儀
一
般
に
い
え
る
こ
と
と
推
定
さ
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れ
る
。
但
し
そ
れ
を
実
証
す
る
に
は
黒
羽
氏
が
な
さ
れ
た
よ
う
な
分
析
・
考
察
を
一
つ
一
つ
の
儀
式
に
つ
い
て
加
え
、
い
つ
如
何
な
る
理
由

に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
な
変
転
が
生
じ
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
作
業
が
必
要
で
あ
る
。
今
は
ひ
と
ま
ず
後
考
を
俟
つ
こ
と
と
し
た
い
。

公
卿
分
配
に
話
を
戻
す
と
、
定
文
に
つ
い
て
兼
実
は
諸
説
を
勘
案
し
た
上
で
、
結
局
奏
す
る
こ
と
と
し
た
。
公
卿
分
配
は
、
年
中
行
事
な

ど
の
担
当
公
卿
を
割
当
て
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
結
果
を
天
皇
に
奏
す
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら

奏
さ
な
い
と
す
る
説
が
生
ず
る
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
分
配
決
定
の
最
終
権
限
が
奈
辺
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
と

も
関
係
が
あ
る
。
ひ
い
て
は
陣
議
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
手
が
か
り
と
も
な
ろ
う
。
そ
の
点
に
も
留
意
し
な
が
ら
、
次
の
位
禄
定
に
う
つ

り
た
い
。

三　

位
禄
定

1　

次
第

位
禄
定
の
流
れ
を
、
先
ほ
ど
の
公
卿
分
配
の
番
号
と
対
応
さ
せ
て
記
す
と
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
（
白
ヌ
キ
数
字
は
公
卿
分
配
の
際
と
や
や

異
な
る
）。
❶
大
弁
が
床
子
座
で
文
書
を
見
る
。
上
卿
に
準
備
が
で
き
た
由
を
言
う
。
③
史
に
、
筥
文
を
上
卿
の
前
に
、
硯
筥
を
大
弁
の
座

前
に
持
っ
て
来
さ
せ
る
。
④
上
卿
が
文
書
を
見
る
。
歴
名
二
巻
と
主
税
寮
勘
文
は
端
だ
け
。
他
は
奥
ま
で
。
目
録
の
み
筥
に
留
む
。
⑧
位
禄

所
弁
に
、
目
録
を
内
覧
奏
聞
す
る
よ
う
仰
す
。
⑨
弁
が
帰
っ
て
来
て
、
上
卿
に
返
し
給
わ
る
。
⑤
大
弁
に
例
文
を
授
け
て
、
定
文
を
書
か
せ

る
。
⑥
大
弁
は
書
き
終
わ
っ
て
、
上
卿
に
、
例
文
を
副
え
て
渡
す
。
⑦
上
卿
は
、
例
文
と
見
合
わ
せ
る
。
❿
弁
に
、
定
文
二
枚
を
結
ね
申
さ

せ
る
。
先
に
禁
国
分
、
次
に
殿
上
分
。
⑩
史
に
文
書
筥
を
撤
さ
せ
る
。

当
た
り
前
だ
が
、
硯
や
文
書
の
用
意
を
、
外
記
で
は
な
く
史
が
し
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
大
き
な
違
い
は
、
書
き
終
わ
っ
た
定
文
を
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奏
上
す
る
の
で
は
な
く
、
も
ろ
も
ろ
用
意
さ
れ
た
文
書
の
う
ち
の
、
位
禄
に
充
て
ら
れ
た
国
の
目
録
だ
け
を
奏
上
し
、
定
文
は
そ
の
後
で
例

文
（
去
年
定
文
）
を
も
と
に
書
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
番
号
で
言
え
ば
、
④
の
次
に
⑧
⑨
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
で
⑤
⑥
⑦
と
な
っ
て
い
る
。

当
日
条
で
は
用
い
ら
れ
る
文
書
が
、
１
国
目
録
一
通
（
黄
紙
）、
２
諸
大
夫
・
命
婦
等
歴
名
各
一
巻
（
共
に
黄
紙
、
或
い
は
白
紙
）、
３
主
税

寮
別
納
租
穀
勘
文
一
通
（
白
紙
）、
４
出
納
諸
司
無
兼
国
之
人
交
名
一
通
（
黄
紙
）、
５
去
年
定
文
二
通
（
巻
き
重
ね
て
一
通
と
な
す
（
共
に

白
紙
一
枚
。
禁
国
分
一
枚
、
殿
上
分
は
礼
紙
無
し
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
の
意
味
・
来
歴
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
吉
川
真
司
氏

に
よ
る
研
究
が
あ
る（
８
）。
以
下
、
氏
の
議
論
も
参
考
に
し
な
が
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。

『
九
条
年
中
行
事
』
二
月
「
位
禄
事
〈
二
月
中
旬
行
之
〉」
で
は
、
２
、
３
、
４
官
充
文
一
巻
〈
注
位
階
、
不
注
名
〉、
１
、
５
去
年
書

出
二
枚
、
で
あ
る
。
１
（
目
録
一
巻
）、
２
、
３
は
ほ
ぼ
同
名
文
書
で
、
５
の
書
出
も
定
文
と
同
意
で
あ
る
。
問
題
は
４
で
、
全
く
別
物
の

文
書
で
あ
る
。

『
西
宮
記
』
も
『
九
条
年
中
行
事
』
と
同
じ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
去
年
書
出
に
は
「
某
国
若
干
具
、
四
位
若
干
人
、
五
位
若
干
人
」

で
、
一
通
の
右
状
に
は
「
一
世
源
氏
、
女
御
、
更
衣
、
外
衛
督
佐
、（
左
右
）
馬
寮
頭
助
、
二
寮
頭
助
、
外
記
史
等
料
」（
随
時
可
取
捨
）、
も

う
一
枚
の
右
注
が
「
殿
上
分
」
で
あ
る
こ
と
な
ど
も
、『
九
条
年
中
行
事
』
と
一
致
す
る（
９
）。

『
北
山
抄
』
一
（
二
月
）「
位
禄
事
〈
中
旬
行
之
〉」
も
同
様
で
、
史
が
持
っ
て
く
る
文
書
を
、「
２
歴
名
、
３
別
納
租
穀
勘
文
、
４
官
充
文
、

１
並
目
録
、
５
去
年
書
出
等
」
の
五
巻
と
す
る
。
こ
こ
に
「
官
充
文
並
目
録
」
と
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。『
九
条
年
中
行
事
』『
西
宮

記
』
両
書
も
こ
の
順
序
で
記
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
目
録
と
は
、
官
宛
文
目
録
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
注
意
す
べ
き
は
、
数
あ
る
筥
文
の
中
で
こ
れ
の
み
が
奏
文
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
九
条
年
中
行
事
』
に
よ
れ
ば
、
上
卿

は
具
書
を
一
々
見
畢
る
と
目
録
一
巻
だ
け
を
筥
に
入
れ
、
殿
上
弁
若
し
く
は
蔵
人
に
付
け
て
奏
聞
し
返
し
給
る
と
、
大
弁
に
今
年
の
分
の
一

世
源
氏
等
書
出
一
枚
と
殿
上
人
書
出
一
枚
を
書
か
せ
る
。
大
弁
は
書
き
了
っ
た
ら
上
卿
に
奉
り
、
上
卿
は
位
禄
行
事
弁
を
召
し
て
こ
れ
を
給
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う
。『

北
山
抄
』
も
同
じ
で
、「
口
伝
、
並
九
条
年
中
行
事
如
之
」
と
注
す
。
但
し
応
和
三
年
（
九
六
三
）
に
は
書
分
文
も
加
奏
す
る
議
の
あ
っ

た
こ
と
（
大
納
言
源
高
明
、
弁
藤
原
佐
忠
。
結
局
奏
さ
な
か
っ
た
）、
安
和
二
年
（
九
六
九
）
に
は
右
大
臣
藤
原
師
尹
が
先
ず
蔵
人
に
主
税
寮
勘

文
を
奏
さ
せ
、
次
に
大
弁
に
書
き
出
さ
せ
た
七
个
国
・
十
一
个
国
文
を
奏
さ
せ
た
こ
と
、
清
慎
公
藤
原
実
頼
も
書
分
を
奏
し
た
例
が
あ
る
と

斉
光
卿
記
に
あ
る
こ
と（
（1
（

、
を
注
す
。

ち
な
み
に
『
江
家
次
第
』
五
（
二
月
）「
位
禄
定
」
は
、
大
弁
が
床
子
に
著
き
〈
弁
・
史
以
下
は
床
子
に
候
う
〉
位
禄
所
史
生
が
文
書
を

大
弁
に
覧
ず
と
い
う
、
床
子
座
で
の
儀
か
ら
記
す
が（
（1
（

、
そ
の
筥
文
を
、
１
目
録
一
通
、
３
、
２
、
４
官
所
充
文
一
通
〈
注
位
階
不
注
名
〉、

５
の
順
で
記
し
、
書
出
の
一
枚
は
「
可
給
禁
国
人
々
也
、
十
个
国
在
状
、
随
時
取
択
」、
も
う
一
枚
は
「
殿
上
分
、
五
个
国
許
八
人
」
と
す

る
。
奏
文
で
あ
る
目
録
が
冒
頭
に
あ
る
の
が
興
味
深
い
。『
玉
葉
』
に
も
共
通
す
る
点
で
あ
る
。
但
し
、『
玉
葉
』
で
は
４
が
官
宛
文
で
は
な

く
、
出
納
云
々
交
名
に
な
っ
て
い
た
の
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

天
皇
に
奏
さ
れ
る
の
は
目
録
だ
け
な
の
が
本
来
だ
が
、『
北
山
抄
』
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
主
税
寮
勘
文
が
加
奏
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
目

録
返
給
の
後
、
参
議
に
書
か
せ
た
書
出
二
通
（
書
分
、
定
文
と
も
い
う
。
殿
上
分
と
禁
国
分
）
を
奏
し
た
り
す
る
実
例
も
存
し
た
。
な
ぜ
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
の
だ
ろ
う
か
。

目
録
は
先
に
『
北
山
抄
』
に
あ
っ
た
ご
と
く
本
来
は
、「
官
充
文
並
目
録
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
『
御
堂
関
白
記
』
長
和
二
年
（
一

〇
一
三
）
三
月
四
日
条
に
も
、「
件
の
目
録
は
、
黄
文
二
巻
の
中
、「
其
の
国
〈
二
具
。〉、
四
位
五
位
、
数
」
と
書
け
る
、
是
れ
な
り
」
と
あ

り
、
充
文
と
と
も
に
二
巻
で
ワ
ン
セ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
証
さ
れ
る
。
し
か
し
次
第
に
そ
の
意
味
が
忘
れ
ら
れ
、
つ
い
に
奏
聞

さ
れ
な
い
充
文
は
不
要
と
な
っ
て
、
奏
聞
さ
れ
る
目
録
だ
け
は
残
り
、
充
文
の
代
わ
り
に
出
納
云
々
勘
文
が
入
っ
て
し
ま
う
余
地
が
生
じ
た

の
で
あ
る
。
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2　

出
納
云
々
勘
文
の
讒
入

『
小
右
記
』
治
安
二
年
（
一
〇
二
二
）
四
月
二
十
五
日
条
に
よ
れ
ば
、
記
主
で
上
卿
の
藤
原
実
資
は
右
大
史
が
奉
っ
た
筥
文
「
２
男
女
歴

名
、
３
主
税
寮
租
穀
足
不
勘
文
一
巻
、
４
国
充
文
一
巻
、〈
国
々
注
位
、
不
注
人
名
、〉
１
出
納
諸
司
・
諸
道
博
士
・
外
衛
佐
・
馬
頭
助
・
二

寮
頭
助
等
勘
文
一
枚
、
５
去
年
大
弁
書
十
ケ
国
・
五
ケ
国
定
文
各
一
枚
、
々
々
殿
上
〉」
を
略
見
し
、（
他
文
は
取
り
出
し
て
）
た
だ
国
充
文

だ
け
を
納
れ
て
、
右
中
弁
章
信
に
内
覧
・
奏
上
さ
せ
た
。

具
書
の
う
ち
２
が
足
不
勘
文
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
興
味
深
い
が
、
奏
文
が
目
録
で
は
な
く
宛
文
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
の
儀
式
書

な
ど
と
は
大
い
に
異
な
る
。
な
お
、
国
宛
文
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
既
掲
史
料
で
は
官
宛
文
）、
弁
官
に
よ
っ
て
国
宛
が
行
わ
れ
た
文

書
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ま
で
の
史
料
に
も
「
位
階
を
注
し
、
名
を
注
さ
ず
」
と
い
う
記
述
が
共
通
し
て
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
形
式
的
に
は
、
定
文
（
や
例
文
）
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
異
な
る
の
は
殿
上
分
・
禁
国
分
の
二
つ
に
は
分
か
れ
て
い
な
い
と
い
う

点
で
あ
ろ
う
。
年
料
別
納
租
穀
諸
国
ご
と
の
四
、
五
位
割
り
当
て
人
数
が
書
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
こ
れ
ま
で
奏
文
と
し
て
具
書
に
あ
っ
た
目
録
が
、
こ
こ
に
は
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
代
わ
り
に
あ
る
の
が
、『
玉
葉
』
に
も

み
え
て
い
た
出
納
諸
司
云
々
勘
文
で
あ
る
。
内
覧
奏
聞
の
間
、
実
資
は
大
弁
に
、
去
年
、
こ
の
出
納
諸
司
の
文
が
無
か
っ
た
こ
と
を
問
い（
（1
（

、

大
弁
が
故
左
大
臣
藤
原
顕
光
（
前
年
七
月
薨
）
が
前
例
を
調
べ
ず
に
行
わ
れ
た
の
だ
っ
た
か
、
慥
な
こ
と
は
覚
え
て
い
な
い
と
答
え
る
と
、

実
資
は
「
出
納
諸
司
は
み
な
兼
国
あ
る
べ
か
ら
ず
、
前
例
、
定
文
に
入
る
る
も
の
な
り
」
と
し
（
大
弁
無
所
陳
）、
ま
た
「
諸
道
博
士
の
義
忠

は
弁
官
で
あ
る
か
ら
正
税
が
支
給
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
勘
文
に
入
れ
る
の
は
如
何
な
も
の
か
、
前
例
が
あ
る
の
か
」「
馬
寮
は
頭
は
必
要
な

く
、
助
を
注
す
だ
け
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
の
問
い
に
も
、
大
弁
が
ま
と
も
に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
記
す
。

『
小
右
記
』
の
翌
治
安
三
年
四
月
廿
八
日
条
で
は
、
実
資
は
右
大
史
が
持
っ
て
き
た
文
書
を
、「
３
主
税
寮
租
穀
勘
文
、
４
位
禄
宛
文
、
２

男
女
歴
名
帳
、
１
出
納
諸
司
・
外
衛
佐
・
馬
寮
助
・
諸
道
博
士
・
大
夫
史
・
外
記
史
文
、
５
去
年
定
文
二
通
等
」
と
記
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
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を
一
々
見
て
か
ら
、
他
の
文
は
取
り
出
し
て
、
官
宛
文
〈
黄
本
古
〉
だ
け
を
筥
に
納
れ
て
左
中
弁
藤
原
重
尹
に
関
白
に
奉
ら
せ
、
事
の
難
が

無
け
れ
ば
奏
聞
す
る
よ
う
示
し
て
い
る（
（1
（

。

こ
こ
で
も
前
年
同
様
、
目
録
で
は
な
く
宛
文
が
奏
聞
さ
れ
て
い
る
。
新
た
に
「
位
禄
宛
文
」
と
い
う
名
称
が
見
え
る
の
も
興
味
深
い
。
こ

れ
ま
で
の
諸
史
料
の
記
述
と
合
わ
せ
考
え
る
と
こ
の
文
書
は
、
弁
官
が
位
禄
を
出
す
国
を
指
定
し
た
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
目
録

の
代
わ
り
に
出
納
云
々
文
が
見
え
る
の
も
前
年
同
様
で
あ
る
が
、
二
寮
（
主
税
・
主
計
）
で
は
な
く
外
記
・
史
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
相
違

が
あ
る
。
ま
た
、
実
資
の
主
張
通
り
、
馬
寮
の
頭
は
な
く
助
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

『
小
右
記
』
長
元
四
年
（
一
〇
三
一
）
三
月
十
四
日
で
も
実
資
は
、「
他
文
書
を
取
り
出
し
、
国
宛
文
を
以
て
筥
に
入
れ
、
位
禄
弁
左
少
弁

経
長
を
し
て
」
内
覧
・
奏
聞
さ
せ
て
い
る（
（1
（

。
実
資
の
よ
う
な
有
職
で
す
ら
、
目
録
で
は
な
く
官
宛
文
を
奏
す
る
と
い
う
誤
り
を
犯
し
、
ま
た
、

目
録
の
代
わ
り
に
新
規
の
出
納
云
々
勘
文
と
い
う
具
書
を
認
め
て
し
ま
っ
て
い
る（
（1
（

。
他
の
公
卿
た
ち
は
言
わ
ず
も
が
な
で
あ
っ
た
。

3　

奏
文
の
混
乱

『
権
記
』
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
五
月
十
三
日
条
に
よ
れ
ば
、
左
大
臣
藤
原
道
長
が
目
録
一
巻
を
奏
さ
せ
、
天
皇
よ
り
返
給
の
後
、
記

主
で
大
弁
の
藤
原
行
成
が
殿
上
の
分
并
び
に
女
御
以
下
史
以
上
の
分
（
い
わ
ゆ
る
禁
国
分
）
を
書
き
分
わ
け
た
と
こ
ろ
、
道
長
が
左
少
弁
を

召
し
て
奏
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
、
行
成
が
「
件
の
文
、
奏
せ
ず
。
只
、
弁
に
下
し
給
ふ
べ
き
な
り
」
と
言
っ
た
が
、
道
長
は
「
猶
ほ
奏
す

べ
き
由
」
仰
せ
た
。
少
弁
が
「
先
例
、
奏
せ
ら
れ
ざ
る
所
な
り
〈
余
（
行
成
）
の
言
ふ
ご
と
し
〉」
と
申
し
た
の
で
、
結
局
直
ち
に
弁
に
給

わ
っ
た
。
ま
た
、『
同
書
』
寛
弘
三
年
（
一
〇
〇
六
）
四
月
五
日
条
に
よ
れ
ば
、
左
大
臣
道
長
は
、
位
禄
目
録
を
奏
す
る
際
に
、
主
税
寮
租

穀
勘
文
を
副
え
て
い
る
。

目
録
は
一
巻
で
あ
り
、『
九
条
年
中
行
事
』
や
『
西
宮
記
』『
北
山
抄
』
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
本
来
は
宛
文
と
セ
ッ
ト
の
も
の
で
、
宛
文
の
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目
録
で
あ
っ
た
。
正
確
な
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
宛
文
を
簡
略
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

そ
も
そ
も
位
禄
定
に
お
け
る
奏
文
は
、
延
喜
十
二
年
二
月
二
八
日
「
位
禄
勘
文
」、
天
慶
四
年
三
月
一
一
日
「
位
禄
国
充
勘
文
」、
天
暦
二

年
三
月
一
五
日
「
位
禄
国
宛
文
」（
以
上
『
貞
信
公
記
』）
と
み
え（
（1
（

、
諸
儀
式
書
に
具
書
と
し
て
み
え
る
官
充
文
（
国
充
文
・
位
禄
充
文
）
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
が
寛
和
二
年
三
月
二
〇
日
（『
本
朝
世
紀
』）
や
正
暦
四
年
四
月
二
八
日
（『
小
右
記
』）、
長
保
元
年
三
月
二
六
日

（『
本
朝
世
紀
』）、
同
二
年
三
月
一
九
日
（『
権
記
』）
で
は
「
位
禄
目
録
」「
目
録
」、
寛
弘
元
年
五
月
七
日
、
二
年
四
月
五
日
（
以
上
『
御
堂
関

白
記
』）、
四
年
五
月
一
四
日
（『
権
記
』）、
長
和
二
年
三
月
四
日
（『
御
堂
関
白
記
』）、
五
年
五
月
二
五
日
（『
小
右
記
』（
翌
日
条
）、『
左
経
記
』）

寛
仁
二
年
五
月
一
六
日
（『
左
経
記
』）、
三
年
三
月
四
日
（『
御
堂
関
白
記
』）、
四
年
五
月
二
五
日
（『
左
経
記
』）、
万
寿
二
年
五
月
一
一
日

（『
左
経
記
』）
も
同
様
で
あ
る（
（1
（

。
恐
ら
く
村
上
・
冷
泉
朝
を
境
に
変
化
が
生
じ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

す
で
に
指
摘
の
あ
る
よ
う
に
、
位
禄
は
本
来
、
中
務
・
式
部
・
兵
部
の
三
省
に
よ
っ
て
申
政
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
位
禄
の
財

源
で
あ
る
調
庸
の
未
進
に
よ
っ
て
、
財
源
が
諸
国
の
年
料
別
納
租
穀
に
転
嫁
さ
れ
た
た
め
、
位
禄
定
と
い
う
新
た
な
政
務
が
出
現
し
た
わ
け

で
あ
る
。
そ
こ
で
は
延
喜
・
天
暦
の
記
事
に
あ
る
よ
う
に
、「
位
禄
（
国
宛
）
勘
文
」（
い
わ
ゆ
る
官
充
文
）
が
奏
聞
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て

こ
れ
は
前
述
の
如
く
「
官
充
文
並
目
録
」
と
も
あ
る
よ
う
に
、
本
来
は
目
録
と
充
文
と
セ
ッ
ト
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
三
省
申
政
は
『
延
喜
式
』
太
政
官
に
、

凡
給
位
禄
者
、
中
務
・
式
部
・
兵
部
三
省
録
応
給
人
物
数
、
十
一
月
十
日
申
太
政
官
。
即
造
惣
目
、
十
五
日
少
納
言
奏
之
。
廿
日
官

符
下
大
蔵
、
廿
二
日
出
給
。

と
あ
っ
て
、「
惣
目
」
を
造
っ
て
奏
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
『
御
堂
関
白
記
』
の
寛
弘
四
年
や
五
年
の
十
一
月
一
〇
日
の

具
注
暦
に
「
三
省
申
位
禄
目
録
事
」
と
み
え
る
こ
と
か
ら
、
三
省
申
政
が
そ
の
実
を
失
っ
て
い
た
当
時
の
貴
族
た
ち
に
も
認
識
さ
れ
て
い
た

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が
位
禄
定
に
お
い
て
も
、「
充
文
」
で
は
な
く
「
目
録
」
を
奏
す
る
こ
と
に
拘
る
由
縁
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
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の
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
に
は
位
禄
定
す
ら
形
骸
化
し
て
し
ま
い
、
儀
式
の
形
態
と
実
質
に
齟
齬
が
生
じ
て
貴
族
を
混
乱
さ
せ
る
こ

と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

実
資
が
宛
文
を
奏
し
た
の
も
、
そ
う
考
え
れ
ば
納
得
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
但
し
、
正
確
に
は
宛
文
で
は
な
く
、
そ
の
目
録
を
奏
す
べ

き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
資
に
も
目
録
を
奏
す
こ
と
の
意
味
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
道
長
に
至
っ
て
は
、
宛
文
す
ら
奏
す
る

こ
と
の
意
味
が
わ
か
ら
ず
、
陣
儀
の
結
果
で
あ
る
定
文
を
奏
そ
う
と
し
た
り
、
主
税
寮
勘
文
を
副
え
た
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

但
し
、
同
様
の
誤
作
法
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
す
で
に
一
〇
世
紀
中
葉
に
は
あ
っ
た
こ
と
が
『
九
条
年
中
行
事
』
に
は
書
か
れ
て
い
る
。

彼
ら
の
行
為
は
要
す
る
に
陣
儀
に
実
質
性
を
持
た
そ
う
、
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
位
禄
制
が
変
化
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、
永
例
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

た
だ
、
実
資
が
、
目
録
の
代
わ
り
に
持
ち
出
し
た
出
納
云
々
勘
文
は
、
以
後
、
具
書
の
一
つ
と
し
て
の
位
置
を
占
め
る
こ
と
と
な
る
。
時

代
が
下
っ
て
、『
後
二
条
師
通
記
』
寛
治
七
年
（
一
〇
九
三
）
五
月
二
日
条
に
よ
れ
ば
、
内
大
臣
師
通
に
史
の
惟
宗
政
孝
が
進
覧
し
た
文
書

は
、「
２
諸
大
夫
歴
文
・
女
歴
名
、
１
出
納
諸
司
書
出
、（
４
）
国
目
録
、
５
殿
上
国
宛
・
出
納
諸
司
等
国
宛
、
３
主
税
寮
租
穀
勘
文
」
で

あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
史
料
と
か
な
り
順
序
が
異
な
る
が
、
文
書
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
出
納
云
々
勘
文
が
あ
れ
ば
無
か
っ
た

目
録
が
こ
こ
に
は
見
え
、
か
わ
り
に
国
宛
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
順
番
は
違
う
が
『
玉
葉
』
と
同
じ
様
相
が
見
て
取
れ

る
。

4　

書
出

位
禄
定
の
変
転
は
、
二
つ
の
書
出
（
殿
上
（
五
箇
国
）
と
禁
国
（
出
納
、
十
箇
国
）
の
様
相
に
も
現
れ
て
い
る
。『
江
家
次
第
』
に
書
か
れ

て
い
た
陣
儀
床
子
儀
は
、
大
弁
が
具
書
を
一
々
開
き
見
畢
っ
た
ら
（
禁
国
を
給
う
人
々
の
兼
国
の
有
無
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
）、
史
生
が
受
け
取
っ
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て
退
く
と
こ
ろ
ま
で
で
、
次
に
大
弁
が
陣
座
に
著
い
て
、
陣
儀
が
始
ま
る
。
目
録
一
通
を
内
覧
奏
聞
の
後
、
大
弁
に
今
年
の
文
を
書
か
せ
る

の
も
既
述
の
諸
書
と
同
じ
だ
が
、
先
ず
禁
国
に
給
う
べ
き
人
々
の
文
を
書
く
と
あ
り
、「
禁
国
十
个
国
、
殿
上
分
五
个
国
」
と
記
す（
（1
（

。
そ
し

て
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
五
月
十
三
日
付
の
実
例
を
掲
げ
る
。
そ
こ
に
は
殿
上
六
カ
国
と
禁
国
九
カ
国
の
国
名
の
下
に
、
四
位
と
五
位
の

人
数
が
記
さ
れ
、
禁
国
の
末
尾
に
「
右
十
个
国
。
女
御
・
更
衣
、
諸
衛
佐
、
馬
寮
助
、
諸
道
博
士
、
二
寮
頭
・
助
、
史
等
、
所
給
也
」
と
あ

る（
（1
（

。
名
称
と
異
な
り
実
際
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
九
カ
国
だ
が
、『
西
宮
記
』
所
引
小
野
記
に
「
九
个
国
、
男
女
源
氏
女
御
更
衣
外
衛
督
佐

左
右
馬
頭
助
諸
道
博
士
出
納
、
賜
諸
司
二
寮
頭
助
等
可
給
之
料
」
と
「
殿
上
料
」
の
并
せ
て
二
枚
（「
除
有
兼
国
者
」）
と
あ
る
よ
う
に
九
ヶ

国
の
例
が
あ
る
の
で
、
変
転
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

『
親
信
卿
記
』
は
天
禄
三
年
（
九
七
二
）
四
月
十
一
日
、
十
二
日
、
十
六
日
、
五
月
十
日
に
位
禄
関
連
記
事
を
載
せ
る
が
、
五
月
十
日
条

に
四
月
九
日
付
の
書
分
（
殿
上
分
）
を
掲
載
す
る
。
末
尾
に
「
件
位
禄
文
如
此
。
以
給
人
姓
名
注
国
下
。
至
于
四
位
、
書
名
朝
臣
。
五
位
書

名
。
合
十
四
具
、〈
四
位
五
人
、
五
位
九
人
、〉
是
例
数
也
云
々
」
と
す
る
が
、
こ
の
と
き
は
七
カ
国
で
あ
る
。『
小
右
記
』
正
暦
四
年
（
九

九
三
）
四
月
二
八
日
条
に
は
、「
次
い
で
上
の
命
を
承
り
、
大
弁
、
執
筆
す
。
一
紙
に
書
く
〈
更
衣
・
諸
衛
・
諸
道
の
博
士
・
馬
寮
の
頭

助
・
二
寮
の
頭
助
・
外
記
等
に
給
ふ
国
々
、
十
一
箇
国
。〉。
又
、
殿
上
七
个
国
を
書
く
」
と
あ
り
、
十
一
カ
国
・
七
カ
国
と
す
る
。

こ
の
変
転
に
も
そ
の
時
々
の
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
禁
国
分
に
つ
き
『
西
宮
記
』
に
「
随
時
可
取
捨
」、『
江
家
次
第
』
に
「
随
時
取

択
」
と
あ
り
、
治
安
二
年
に
は
実
資
の
疑
義
に
対
し
て
大
夫
史
の
但
波
公
親
が
「
定
文
国
々
増
減
事
、
禁
国
哉
。
以
別
納
租
穀
申
請
他
事
之

間
、
減
歟
」
と
答
え
て
い
る
。
増
減
で
は
な
い
が
、
実
資
も
万
寿
四
年
四
月
九
日
の
定
で
は
、
殿
上
料
に
書
き
分
け
ら
れ
た
淡
路
を
、「
淡

路
国
司
敦
頼
（
菅
野
）
申
請
造
八
省
院
厶
（
含
嘉
）
堂
料
四
个
年
別
納
租
穀
」
と
い
う
こ
と
で
、
別
の
国
に
改
定
し
て
い
る
。

当
儀
に
つ
い
て
最
後
に
言
及
す
べ
き
は
、
定
の
中
心
で
あ
る
定
文
に
つ
い
て
で
あ
る
。
定
文
は
去
年
の
定
文
（
書
出
・
例
文
）
を
も
と
に

書
か
れ
る
。
書
か
れ
る
内
容
は
、「
某
国
若
干
具
、
四
位
若
干
人
、
五
位
若
干
人
」
が
列
記
し
て
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
位
禄
が
ど
こ
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の
国
に
、
四
位
・
五
位
の
分
が
そ
れ
ぞ
れ
何
人
分
設
定
さ
れ
た
か
、
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
っ
て
、
誰
の
分
か
ま
で
は
充
て
ら
れ
て
い
な
い
。

す
な
わ
ち
陣
儀
に
お
い
て
そ
こ
ま
で
は
定
め
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
、
い
つ
ど
こ
で
定
め
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
『
西
宮
記
』
臨
時
六
（
弁
官
事
）
の
「
充
位
禄
・
大
粮
事
」
に
、「
上
卿
が
目
録
を
奏
し
た
後
、
日
を
定
め
て
、
私
亭
に
お
い
て

史
と
史
生
が
共
に
定
め
充
て
る
」、
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
少
饗
を
儲
く
」
と
も
あ
る
。
ま
た
、『
同
書
』
恒
例
第
二
（
二
月
）「
位
禄
事
」
に

も
、「
後
日
、
弁
、
私
家
に
お
い
て
定
め
充
つ
」
と
あ
り
、「
食
を
設
く
。
史
、
殿
上
・
院
宮
・
大
臣
家
分
の
夾
名
を
申
し
下
す
の
後
、
こ
れ

を
充
つ
。
院
分
は
、
弁
、
申
し
く
だ
す
べ
し
と
云
々
、」
と
注
す（
（2
（

。
こ
の
私
家
宛
の
実
例
は
、『
中
右
記
』
永
長
元
年
（
一
〇
九
六
）
十
月
二

十
六
日
条
な
ど
に
見
え
る
。

つ
ま
り
位
禄
定
に
お
い
て
は
、
官
史
が
作
成
し
た
（
位
禄
国
宛
）
目
録
を
弁
・
上
卿
が
確
認
し
た
上
で
天
皇
に
奏
聞
し
、
返
給
の
後
に
定

文
二
通
（
禁
国
分
・
殿
上
分
）
が
書
か
れ
、
そ
れ
は
位
禄
所
弁
に
下
さ
れ
る
。
定
文
は
（
国
宛
文
も
）
各
国
ご
と
に
四
・
五
位
の
人
数
が
書
か

れ
て
い
る
だ
け
で
、
具
体
的
に
誰
に
宛
て
る
か
の
作
業
は
、
後
日
に
弁
が
私
宅
で
官
方
の
上
官
た
ち
と
行
う
。
つ
ま
り
天
皇
は
も
ち
ろ
ん
上

卿
も
、
誰
が
ど
の
国
に
宛
て
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
関
知
し
な
い
。

実
資
た
ち
に
は
（
そ
し
て
筆
者
に
も
）
実
質
的
意
味
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た
儀
式
次
第
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
本
来
の
位
禄
定
の
姿
な

の
で
あ
ろ
う
。『
九
条
年
中
行
事
』『
西
宮
記
』『
北
山
抄
』
で
は
、
禁
国
分
の
冒
頭
に
一
世
源
氏
が
記
さ
れ
る
が
、
実
例
で
は
見
え
な
く

な
っ
て
い
く
。
こ
の
こ
と
は
位
禄
定
が
、
一
世
源
氏
の
存
在
が
一
般
的
で
あ
っ
た
時
代
に
、
始
め
ら
れ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。
つ
ま
り
実
質

の
あ
っ
た
の
は
、
嵯
峨
源
氏
か
ら
醍
醐
・
村
上
源
氏
あ
た
り
ま
で
、
す
な
わ
ち
九
世
紀
か
ら
十
世
紀
半
ば
く
ら
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

そ
の
後
、
位
禄
の
実
態
が
変
質
し
て
、
定
の
次
第
と
は
相
応
し
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る（
（2
（

。
ま
た
、
儀
式
書
で
は
禁
国
分
・

殿
上
分
の
順
で
記
載
さ
れ
る
が
、
古
記
録
に
見
え
る
実
例
で
は
逆
の
方
が
多
い
。
こ
の
こ
と
も
位
禄
定
当
初
の
意
義
と
、
後
世
の
貴
族
た
ち

の
意
識
に
齟
齬
が
生
じ
て
き
た
こ
と
の
徴
証
の
一
つ
な
の
だ
ろ
う（
（2
（

。
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四　

施
米
定

次
に
施
米
定
の
流
れ
を
『
玉
葉
』
の
記
事
よ
り
同
様
に
略
述
す
る
と
、
❶
大
弁
が
床
子
で
文
を
見
る
。
上
卿
に
準
備
が
整
っ
た
由
を
言
う
。

③
史
に
筥
文
を
持
っ
て
来
さ
せ
る
。
④
上
卿
が
文
書
を
見
る
。
端
だ
け
。
⑧
弁
に
内
覧
奏
聞
さ
せ
る
。
奏
曰
「
依
年
来
例
ニ
テ
史
ヲ
加
遣
サ

ム
」。
⑨
奏
聞
し
お
わ
っ
て
、
返
し
給
わ
る
。
⑩
史
に
文
書
を
撤
さ
せ
る
。
❿
「
依
年
来
例
、
加
遣
史
セ
」
を
上
卿
➡
大
弁
（
起
座
（
微
唯
）、

向
床
子
）
➡
史
、
と
な
る
。

今
回
、
人
数
・
米
塩
勘
文
を
奏
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
留
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。
兼
実
は
、
ａ
米
塩
勘
文
を
奏
し
た
例

（
長
元
二
年
（
一
〇
二
九
）
六
月
十
七
日
『
小
右
記
』、
同
八
年
六
月
廿
五
日
『
二
東
記
』、
治
暦
四
年
（
一
〇
六
八
）
に
民
部
卿
俊
家
が
奏
し
た
と
記

す
『
江
次
第
』）、
ｂ
米
塩
勘
文
を
奏
さ
な
い
例
（『
北
山
抄
』。
実
例
で
も
奏
し
て
い
な
い
例
が
枚
挙
に
遑
な
い
）、
ｃ
人
数
勘
文
だ
け
を
奏
す
例

（
同
前
）、
ｄ
両
勘
文
と
も
に
奏
さ
な
か
っ
た
例
（
久
安
三
年
（
一
一
四
七
）
七
月
廿
七
日
『
宇
治
左
府
記
（
台
記
）』）、
ｅ
米
塩
勘
文
を
奏
し
て

人
数
勘
文
を
奏
さ
な
い
例
（
見
つ
け
ら
れ
な
い
、
そ
の
よ
う
な
例
は
な
い
の
で
は
な
い
か
）
を
列
挙
し
た
う
え
で
、「
長
元
八
年
の
二
東
記
や
九

条
年
中
行
事
に
従
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
北
山
抄
や
久
安
三
年
の
例
も
棄
て
が
た
い
。
そ
こ
で
先
達
の
訓
え
を
知
る
た
め
、
関
白
に
尋
ね

申
し
た
と
こ
ろ
、「
全
部
奏
す
べ
き
だ
と
自
分
は
思
う
」
と
の
こ
と
な
の
で
、
奏
す
る
こ
と
と
し
た
」
と
記
す
。

『
九
条
年
中
行
事
』
に
よ
れ
ば
、
東
西
北
の
合
せ
て
三
ケ
山
に
、
山
ご
と
に
使
人
が
各
々
十
人
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
二
三
四
五
の
合
せ
て

五
手
が
あ
る
（
つ
ま
り
各
手
に
二
人
）。
東
手
は
愛
宕
寺
で
下
し
給
い
、
北
手
は
左
近
馬
場
で
給
い
、
西
手
は
右
兵
衛
馬
場
で
給
う
。
三
ケ
使

が
進
上
す
る
勘
文
十
五
巻
に
、
人
数
勘
文
と
米
塩
勘
文
を
合
わ
せ
て
奏
聞
す
る
。
人
数
・
米
塩
勘
文
の
二
枚
は
、
官
が
勘
造
す
る
の
だ
、
と

あ
る
。『
新
儀
式
』
五
「
賑
給
并
施
米
事
」
で
は（
（2
（

、
六
月
中
に
、
上
卿
が
勅
を
奉
わ
っ
て
、
校
書
殿
衆
を
京
辺
の
山
々
に
差
し
遣
わ
し
、
僧

名
を
巡
注
さ
せ
て
奏
し
、
僧
数
に
随
っ
て
充
給
料
米
を
分
行
す
る
。『
北
山
抄
』「
施
米
事
」
も
『
九
条
年
中
行
事
』
と
同
様
で
あ
る
が
、
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「
十
五
巻
勘
文
并
人
数
勘
文
奏
之
。
不
奏
米
塩
勘
文
」
と
あ
り
、
米
塩
勘
文
は
奏
さ
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
『
九
条
年
中
行
事
』
の
記
述
を

あ
げ
な
が
ら
も
、「
不
奏
米
塩
勘
文
之
由
、
有
所
見
也
」
と
す
る
。

『
小
野
宮
年
中
行
事
』「
施
米
事
」
も
同
様
で
あ
る
が
、「
三
箇
使
進
勘
文
十
五
巻
、
并
人
数
勘
文
、
及
米
塩
勘
文
奏
聞
之
。
自
余
文
不
奏

之
」
と
、『
九
条
年
中
行
事
』
と
同
文
を
掲
げ
る
。
そ
し
て
「
施
米
料
三
百
余
斛
、
塩
九
十
余
石
。
以
校
書
殿
衆
為
使
」
と
し
、
次
に
天
禄

元
年
（
九
七
〇
）
九
月
八
日
宣
旨
「
尾
張
国
年
料
米
内
五
十
斛
。
備
前
国
年
料
米
内
百
五
十
斛
。
紀
伊
国
年
料
米
内
百
石
。
永
進
納
施
米
料
。

毎
年
五
月
十
日
以
前
早
令
進
納
。
若
違
期
致
未
進
者
、
将
拘
一
度
勧
賞
者
」、
長
元
二
年
（
一
〇
二
九
）
宣
旨
「
永
令
前
司
早
勤
進
納
云
々
。

奏
事
。
施
米
奏
使
等
」
を
掲
げ
る
。
但
し
、「
先
注
進
山
々
僧
沙
弥
交
名
、
東
手
西
手
北
手
各
五
巻
、
使
各
二
人
。
令
弁
若
蔵
人
奏
。
奏
聞

之
後
給
之
。
不
奏
米
塩
勘
文
。
奏
了
給
史
」
と
の
勘
文
を
付
し（
（2
（

、
や
は
り
『
北
山
抄
』
同
様
、
米
塩
勘
文
は
奏
さ
な
い
と
す
る
。

実
例
で
は
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
）
六
月
十
五
日
条
に
、「
内
に
参
る
。
内
府
、
参
り
給
ふ
。
陣
申
文
・
官
奏
。
施
米

の
文
を
奏
せ
ら
る
。
米
塩
勘
文
を
奏
せ
ず
」
と
あ
り
、
米
塩
勘
文
を
奏
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
七
年
（
一
〇
一
〇
）
六
月
二
十
日

条
に
も
「
春
季
読
経
を
初
む
。
了
り
て
上
達
知
部
を
相
率
ゐ
て
、
大
内
に
参
る
。
施
米
文
を
奏
す
。
十
五
巻
な
り
。
塩
米
勘
文
を
留
む
」
と

あ
る
。
そ
の
後
、『
玉
葉
』
の
記
事
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
ど
の
文
書
を
奏
す
る
か
は
し
ば
し
ば
問
題
に
な
っ
て
い
た
が
、『
猪
隈
関
白
記
』

建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
十
二
月
二
〇
日
条
に
も
「（
施
米
）
文
書
、
数
の
如
く
奏
す
。
或
い
は
米
塩
勘
文
奏
せ
ず
と
云
々
。
然
れ
ど
も
近
代

皆
奏
す
。
仍
て
奏
す
」
と
あ
り
、
米
塩
勘
文
は
奏
さ
な
い
こ
と
が
伝
わ
り
な
が
ら
も
、
儀
式
が
形
骸
化
し
た
時
代
に
は
、
意
味
も
分
か
ら
ず

奏
す
こ
と
と
な
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
こ
と
も
位
禄
定
と
同
様
、
こ
の
政
務
の
本
来
の
意
味
を
探
る
手
が
か
り
と
な
ろ
う
。
人
数
勘
文
・
米
塩
勘
文
そ
れ
ぞ
れ
を
奏
す
る
こ

と
、
奏
さ
な
い
こ
と
は
、
こ
の
政
務
に
実
質
の
あ
っ
た
時
代
と
変
化
し
た
時
代
の
様
相
を
反
映
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

な
お
、
こ
の
よ
う
に
儀
式
次
第
と
い
う
の
は
、
時
が
流
れ
て
実
態
と
離
れ
て
い
っ
て
も
、
な
か
な
か
変
わ
ら
ず（
（2
（

、
せ
い
ぜ
い
奏
文
や
具
書
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に
諸
説
が
生
じ
る
程
度
で
あ
る
の
が
普
通
だ
が
、
希
に
次
第
が
変
化
す
る
こ
と
も
あ
る
。
施
米
定
に
お
い
て
は
、『
玉
葉
』
の
記
事
に
も

あ
っ
た
、
儀
の
最
後
に
「
年
来
の
例
に
依
り
、
史
を
加
え
遣
わ
せ
」
と
仰
す
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
は
『
権
記
』
長
保
元
年
（
九
九
九
）
七
月
十
三
日
条
に
、
左
大
臣
道
長
が
、「
以
前
よ
り
、
使
が
規
定
通
り
の
こ
と
を
し
な
い
こ
と

が
あ
る
の
で
、
今
回
は
殊
に
史
を
差
し
副
へ
、
確
実
に
支
給
す
る
よ
う
に
」
と
仰
せ
た
の
に
始
ま
る（
（2
（

。
記
主
で
右
大
弁
の
行
成
は
す
ぐ
に
座

を
退
き
て
、
史
の
多
米
国
平
に
仰
せ
て
い
る
。『
同
書
』
寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
）
六
月
十
五
日
条
に
、「
年
来
の
例
に
依
り
て
、
史
を
遣
は

す
べ
し
」
と
あ
る
の
で
、
恐
ら
く
程
な
く
し
て
例
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

同
じ
く
儀
式
次
第
に
新
た
な
要
素
が
加
わ
っ
た
例
と
し
て
、
大
粮
式
が
あ
る
。『
江
家
次
第
』
九
（
十
月
）「
大
粮
申
文
〈
十
月
申
、
一
上

於
陣
申
之
、〉」
に
、「
加
匙
文
一
枚
申
之
、
如
例
申
文
」
と
あ
る
の
に
、「
扶
義
卿
左
大
辨
た
る
の
時
、
大
粮
式
を
作
る
」
と
注
す
。『
猪
隈

関
白
記
』
建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
十
二
月
二
十
日
条
に
も
「
件
文
大
粮
式
一
巻
、
主
税
寮
勘
文
一
通
、
匙
文
一
通
也
、
有
懸
紙
、
式
表
紙

中
に
籠
巻
勘
文
、
匙
文
加
懸
紙
内
内
、
内
外
共
無
結
緒
」「
余
一
々
披
見
了
、
見
大
粮
式
之
儀
、
縿
執
文
於
右
手
、
見
了
右
手
ニ
縿
取
所
ヲ

置
前
巻
之
、
如
本
巻
礼
紙
、
撹
廻
文
置
板
敷
端
、〈
文
下
方
為
史
方
、〉
史
取
之
開
礼
紙
、
結
申
（
大
粮
）
式
并
匙
文
等
、〈
於
主
税
寮
勘
文

者
不
結
申
、〉」
な
ど
と
み
え
る
。

扶
義
は
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
左
大
弁
に
任
じ
、
同
四
年
七
月
二
十
五
日
没
し
た
か
ら
、
十
世
紀
末
に
こ
の
儀
が
整
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
施
米
定
に
お
け
る
「
年
来
の
例
に
依
り
て
、
史
を
遣
は
す
べ
し
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
る
。

お
わ
り
に

『
猪
熊
関
白
記
』
建
仁
元
年
十
二
月
二
〇
日
条
に
は
他
に
も
、「
当
年
不
堪
文
、
黄
勘
文
、
其
上
巻
加
当
年
不
堪
目
録
、
已
上
有
結
緒
、
一
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束
結
之
、
無
懸
紙
、
副
文
不
相
具
也
」「
抜
取
目
録
〈
巻
加
黄
勘
文
端
、
不
解
結
緒
、〉
披
見
之
、
黄
勘
文
同
見
之
、〈
目
録
二
部
ニ
押
折
テ

持
右
手
、
黄
勘
文
縿
執
右
手
見
之
、
巻
之
時
所
縿
執
を
置
筥
中
巻
之
」
な
ど
か
ら
、
文
書
の
開
き
方
、
読
み
方
、
巻
き
方
ま
で
細
か
い
記
載

が
あ
る（
（2
（

。

ま
た
、
こ
の
日
は
大
粮
申
文
・
不
堪
定
に
加
え
て
施
米
定
も
行
わ
れ
て
い
る
。
当
該
期
に
は
さ
ら
に
、
位
禄
定
・
官
所
宛
も
同
日
に
行
わ

れ
る
こ
と
も
多
く
、
公
卿
分
配
も
『
玉
葉
』
の
記
事
を
待
つ
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
兆
し
は
摂
関
期
に
も
散
見
し
始
め
る
。
本
文
中

で
言
及
し
た
奏
文
・
具
書
に
関
す
る
様
々
な
異
説
・
諸
説
、
細
か
な
作
法
の
意
味
、
そ
し
て
こ
う
い
っ
た
同
日
に
行
わ
れ
る
儀
式
に
つ
い
て

の
分
析
・
考
察
を
行
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
務
の
本
来
の
意
味
と
、
そ
れ
が
転
換
し
た
時
期
・
理
由
な
ど
に
つ
い
て
判
明
す
る
と
こ
ろ
が
多

か
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
後
考
を
期
し
て
、
ひ
と
ま
ず
蕪
雑
な
稿
を
閉
じ
た
い
。

（
1
）『
今
昔
物
語
集
』（
巻
二
八
第
二
五
話
）「
弾
正
弼
源
顕
定
出

被
咲
語
」
は
、
次
の
『
江
談
抄
』「
範
國
恐
懼
事
」
が
元
話
で
あ
る
が
、

又
、
範
国
為
五
位
蔵
人
有
奉
行
事
、
小
野
宮
右
府
為
上
卿
、
被
候
陣
下
申
文
之
時
、
弼
君
顕
定
於
南
殿
東
妻
、
被
出
于
陰
根
、
範
国

不
堪
遂
以
笑
、
右
府
不
被
知
案
内
、
以
咎
及
奏
逹
、
範
国
依
此
事
恐
懼
、

　
　

多
く
の
注
釈
書
が
陣
定
の
と
き
の
こ
と
と
解
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
陣
儀
の
際
の
こ
と
で
あ
る
。

（
2
）
佐
々
木
宗
雄
「
内
裏
・
太
政
官
一
体
型
政
務
の
成
立

―
王
朝
国
家
と
太
政
官
政
治

―
」（『
史
学
雑
誌
』
一
〇
八
巻
一
〇
号
。『
平
安
時

代
国
制
史
研
究
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）、「
10
～
11
世
紀
の
位
禄
制
と
不
堪
佃
田
制
」（『
日
本
歴
史
』
四
八
九
、
一
九
八
九
年
。『
日
本

王
朝
国
家
論
』
名
著
出
版
、
一
九
九
四
年
）、
堀
江
美
樹
子
「「
陣
公
事
」
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（『
史
学
研
究
集
録
』
三
三
、
二
〇
〇
八

年
）。
当
儀
に
関
す
る
両
氏
以
外
の
認
識
に
つ
い
て
は
、
堀
江
氏
が
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
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（
3
）
詳
細
な
経
緯
は
、『
玉
葉
』
当
日
条
、
及
び
前
数
日
条
。

（
4
）
蔵
人
方
・
外
記
方
は
い
わ
ば
人
的
支
配
を
、
官
方
は
諸
司
諸
国
案
件
（
統
治
権
的
支
配
）
を
掌
る
。
外
記
に
見
参
を
、
弁
に
禄
目
録
を
下

給
す
る
こ
と
に
如
実
に
現
れ
て
い
る
。

（
5
）『
左
経
記
』
寛
仁
二
年
（
一
〇
一
八
）
五
月
十
六
日
条
に
、
内
府
頼
通
が
蔵
人
に
位
禄
目
禄
を
奏
さ
し
め
、
返
給
の
後
、
左
大
弁
道
方
に

殿
上
分
国
々
・
可
賜
禁
国
人
々
等
を
書
か
せ
た
際
、「
件
文
二
枚
、
例
重
巻
無
懸
紙
、
下
巻
篭
懸
紙
下
給
、
即
命
云
「
先
例
雖
無
懸
紙
、
猶
以

有
為
善
」
者
。
給
之
結
申
、
於
陣
腋
召
位
禄
所
史
下
給
」
と
あ
る
。

（
6
）「
天
晴
、
早
旦
参
内
、
頃
之
右
府
（
藤
原
実
資
）
并
殿
（
藤
原
頼
通
）
令
参
入
給
、
右
府
於
陣
座
被
示
云
、
所
宛
土
代
僕
今
案
也
、
而
引
見

故
殿
（
藤
原
実
頼
）
御
日
記
、
承
平
間
被
申
貞
信
公
（
藤
原
忠
平
）
先
土
代
、
次
於
御
前
被
書
、
是
有
旧
蹤
事
也
、
有
興
々
々
云
々
」
と
、

実
資
の
得
意
ぶ
り
を
記
す
。

（
7
）「
平
安
貴
族
社
会
の
役
と
文
書
の
変
容
」（『
日
本
史
研
究
』
六
七
九
号
、
二
〇
一
九
年
）。

（
8
）
吉
川
真
司
「
律
令
官
人
制
の
再
編
過
程
」
注
68
（『
律
令
官
人
制
の
研
究
』
三
八
五
～
六
頁
、
塙
書
房
。
一
九
九
八
年
）、
山
下
信
一
郎

「
平
安
時
代
の
給
与
制
と
位
禄
」（『
日
本
古
代
の
国
家
と
給
与
制
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）。
ま
た
、
土
田
直
鎮
「
位
禄
定
」（『
国
史

大
辞
典
』）
に
、
簡
に
し
て
要
を
得
た
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）「
彼
所
弁
、
外
記
・
史
同
入
此
中
、
不
必
為
例
之
」「
一
世
源
氏
等
書
出
一
枚
、
殿
上
人
書
出
一
枚
、
大
弁
書
了
、
奉
上
卿
、
上
卿
召
其
所

弁
給
之
、
史
撤
筥
硯
等
」
と
続
く
。

（
10
）
斉
光
は
、
応
和
四
年
正
月
権
右
少
弁
（
学
士
如
元
）、
康
保
三
年
正
月
右
少
弁
、
同
四
年
正
月
五
位
蔵
人
。
同
年
六
月
に
実
頼
は
関
白
、

十
二
月
に
は
太
政
大
臣
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
間
上
卿
実
頼
の
作
法
を
実
見
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
斉
光
は
、
同

年
五
月
止
蔵
人
（
天
皇
依
昇
遐
也
）、
六
月
新
帝
蔵
人
、
安
和
元
年
正
月
左
少
弁
、
二
月
右
中
弁
、
貞
元
二
年
四
月
蔵
人
頭
、
同
三
年
十
月
右
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大
弁
を
経
て
、
天
元
四
年
正
月
参
議
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
寛
和
二
年
ま
で
右
大
弁
を
兼
ね
、
引
き
続
き
左
大
弁
に
遷
り
、
翌
永
延
元
年
に

薨
じ
た
。
左
中
弁
以
外
の
全
弁
経
験
者
で
あ
る
。

（
11
）
床
子
儀
は
『
中
右
記
』
に
詳
し
い
記
述
が
散
見
す
る
。
ま
た
、
林
友
里
江
「
弁
官
局
か
ら
み
た
太
政
官
政
務
の
変
質
：
摂
関
期
を
中
心
に
」

（『
史
学
雑
誌
』
一
二
四
編
一
一
号
、
二
〇
一
五
年
）
参
照
。

（
12
）
こ
の
文
書
を
入
れ
た
の
は
、
当
時
悪
名
高
か
っ
た
左
大
史
但
波
奉
親
の
仕
業
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
実
資
は
治
安
元
年
七
月
任
右
大
臣
。

四
月
頃
に
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
位
禄
定
の
記
事
は
未
見
。
そ
の
前
年
は
『
左
経
記
』
五
月
二
五
日
条
に
み
え
、
左
大
臣
顕
光
が
上
卿
で
あ
る
。

（
13
）「
令
大
弁
書
二
枚
文
、〈
出
納
諸
司
等
一
枚
、
殿
上
一
枚
、〉
余
読
前
定
文
令
書
也
、
事
了
、
大
弁
起
座
奉
之
、
余
取
之
、
大
弁
復
座
、
余
披

見
了
、
召
左
中
弁
重
尹
下
給
定
文
、
乍
二
枚
結
申
、
余
目
、
称
唯
、
重
尹
者
非
位
禄
所
弁
、
先
只
所
下
給
也
、
権
左
中
弁
経
頼
可
宛
也
」
と

続
く
。

（
14
）
そ
の
後
大
弁
に
「
位
禄
定
文
二
枚
、〈
殿
上
定
文
、
十
箇
国
定
文
」、〉
を
書
か
せ
て
い
る
。

（
15
）
万
寿
四
年
四
月
九
日
も
同
様
。『
左
経
記
』
に
よ
れ
ば
、
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
年
）
五
月
十
一
日
に
は
目
録
を
奏
さ
せ
た
よ
う
で
あ
る
が
。

（
16
）『
北
山
抄
』
一
（
年
中
要
抄
）
二
月
（
位
禄
事
）
に
「
当
年
の
位
禄
・
王
禄
・
衣
服
を
給
わ
る
べ
き
諸
国
の
勘
文
」
と
み
え
、「
位
禄
を
定

め
充
つ
る
文
二
枚
」
を
奏
さ
せ
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
上
卿
が
実
頼
な
の
で
、
書
分
二
枚
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
あ
る
い
は
充
文
と
目
録
の
可

能
性
も
あ
ろ
う
か
。

（
17
）
も
ち
ろ
ん
こ
の
間
も
、
寛
弘
五
年
五
月
一
六
日
「
位
禄
勘
文
」、
寛
弘
六
年
四
月
二
日
、
八
年
同
日
、
長
和
四
年
四
月
十
三
日
「
位
禄
国

充
」
と
す
る
記
事
も
あ
る
。

（
18
）「
書
了
後
更
一
通
読
之
巻
之
候
、
依
大
臣
気
色
進
奉
之
復
座
、
大
臣
見
畢
召
彼
所
弁
下
之
、
先
給
禁
国
文
、〈
弁
結
申
曰
、
可
給
禁
国

人
々
、〉
次
給
殿
上
分
文
、〈
弁
結
申
曰
、
殿
上
の
分
の
国
、〉
大
臣
毎
度
揖
許
、
弁
退
出
下
史
、
次
史
撤
筥
・
硯
。〈
位
禄
は
、
諸
国
の
別
納
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租
穀
を
以
て
、
男
女
四
位
以
下
に
給
う
。
廿
七
个
国
の
数
、
税
帳
に
見
ゆ
、《
官
符
あ
り
、》
兼
国
の
輩
の
国
司
は
、
国
の
正
税
を
以
て
給
う
。

租
穀
給
位
禄
、
遺
為
不
動
也
。
延
喜
七
年
例
、
別
納
租
穀
官
符
、
廿
七
个
国
、
書
出
二
枚
、
見
政
事
要
略
第
卅
三
、
禁
国
所
謂
延
喜
符
二
十

七
国
也
」
と
続
く
。

（
19
）
先
の
実
資
の
言
と
一
致
し
て
馬
頭
が
な
い
の
が
興
味
深
い
。

（
20
）「
充
了
、
以
充
遺
勘
文
進
殿
上
。
有
申
旧
年
未
給
輩
、
蔵
人
奉
仰
就
勘
文
給
之
。〈
先
可
勘
給
否
、〉
自
官
申
者
、
勘
続
充
遺
給
否
等
、
入
官

奏
。
弁
・
少
納
言
・
近
衛
将
・
内
侍
、
奉
請
正
税
。〈
国
司
兼
国
人
、
以
任
国
正
税
充
、〉
最
初
請
印
殿
上
分
官
符
、
次
々
請
印
女
官
符
旧
官

符
。
兼
国
外
任
輩
、
不
給
別
納
租
穀
、〈
兼
国
輩
以
其
兼
国
申
返
、
申
請
他
国
正
税
之
例
、
近
代
、
間
々
有
之
、〉」
と
続
く
。
な
お
、
院
分
の

み
は
史
で
は
な
く
弁
が
申
し
下
す
の
は
、
院
分
が
他
の
分
（
殿
上
、
宮
、
大
臣
家
な
ど
）
よ
り
も
成
立
時
期
が
早
く
、
位
禄
定
初
期
か
ら
存

在
し
た
も
の
で
、
後
に
付
加
さ
れ
た
他
の
分
と
は
歴
史
的
経
緯
が
異
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
21
）
位
禄
制
の
二
段
階
の
変
化
と
位
禄
定
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
吉
川
論
文
参
照
。
具
体
的
に
は
拙
稿
「『
小
右
記
』
に
み
え
る
政
務
の
一
事

例
」（
倉
本
一
宏
・
加
藤
友
康
・
小
倉
慈
司
『『
小
右
記
』
と
王
朝
時
代
』
二
〇
二
三
年
、
吉
川
弘
文
館
）
参
照
。
な
お
、
山
下
信
一
郎
「
平

安
時
代
中
期
の
位
禄
制
の
評
価
を
め
ぐ
る
覚
書
」（『
律
令
制
と
日
本
古
代
国
家
』
同
成
社
、
二
〇
一
八
年
）
は
、
吉
川
氏
の
位
禄
支
給
限
定

説
を
批
判
す
る
が
、
神
戸
航
介
氏
の
「
制
度
と
し
て
す
べ
て
の
四
位
五
位
層
を
包
摂
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
支
持
で
き
よ
う
。
た
だ
し
、

問
題
は
「
実
態
と
し
て
」
ど
の
程
度
の
人
間
が
位
禄
の
恩
恵
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
で
き
た
か
、
で
あ
る
。「
制
度
と
し
て
は
」
と
い
う
留
保
が

つ
く
限
り
、
吉
川
説
の
根
本
的
な
批
判
に
は
な
り
え
な
い
よ
う
に
思
う
」（
六
一
書
房
Ｈ
Ｐ
）
と
い
う
評
価
が
当
を
得
て
い
よ
う
。

（
22
）『
出
雲
国
正
税
返
却
帳
』
に
見
え
る
位
禄
被
支
給
者
の
な
か
に
、
美
麻
那
直
節
（
明
法
博
士
）、
但
波
行
衡
（
二
寮
頭
）、
氷
方
盛
（
史
）
な

ど
が
み
え
る
の
は
、
そ
の
年
に
出
雲
が
禁
国
分
を
充
て
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
か
。
但
し
、
天
禄
三
年
・
長
保
三
年
の
書
出
諸
国

（
出
雲
は
み
え
な
い
）
に
か
な
り
の
重
複
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
例
文
の
存
在
と
も
相
俟
っ
て
、
定
め
の
固
定
化
・
形
骸
化
が
う
か
が
わ
れ
よ
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う
。『
返
却
帳
』
に
み
え
る
位
禄
官
符
の
日
付
が
康
保
年
間
に
は
散
在
し
て
い
る
の
が
、
長
保
年
間
に
は
各
年
一
、
二
件
を
除
い
て
一
日
に
集

中
す
る
の
も
、
こ
の
間
に
給
付
の
実
質
性
が
薄
れ
た
こ
と
に
よ
ろ
う
。

（
23
）「
毎
年
五
月
に
米
塩
を
京
中
の
窮
民
に
賑
給
す
る
と
あ
り
、
上
卿
が
先
ず
使
の
差
文
を
奏
す
。
そ
し
て
条
々
に
頒
給
さ
せ
た
後
、
そ
の
人
数

と
充
給
物
の
数
等
を
奏
さ
せ
る
」
に
続
い
て
。

（
24
）『
師
遠
年
中
行
事
』
も
「
施
米
事
。
待
仰
可
行
云
々
。
又
天
禄
元
年
九
月
八
日
永
宣
旨
」
と
す
る
。

（
25
）
従
っ
て
、『
重
憲
記
』
天
養
元
年
（
一
一
四
四
）
一
〇
月
二
三
日
条
に
所
載
の
、
近
衛
天
皇
の
一
代
一
度
仏
舎
利
使
太
政
官
符
（
山
城
国
司

宛
）
に
見
え
る
僧
「
右
命
」
は
「
石
命
」
の
誤
り
で
、
石
清
水
宮
の
諸
社
片
字
の
事
例
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
藤
原
資
信
の
肩
書
を
右
中
弁

（
正
し
く
は
左
中
弁
）
と
誤
っ
て
い
る
の
も
傍
証
と
な
ろ
う
か
。
大
原
眞
弓
「
諸
社
片
字
と
一
代
一
度
仏
舎
利
使
」（『
史
窓
』
八
〇
号
、
二

〇
二
三
年
）
が
「
右
命
」
に
固
執
す
る
の
は
如
何
か
と
思
わ
れ
る
。

（
26
）「
左
大
臣
、
陣
に
於
い
て
施
米
の
事
を
定
め
申
さ
る
。
左
大
弁
、
参
る
と
雖
も
退
出
し
了
ん
ぬ
。
仍
り
て
余
、
床
子
に
著
す
。
施
米
目
録
并

び
に
山
々
の
文
を
見
る
〈
供
有
る
寺
は
入
れ
ず
。〉。
陣
官
、
召
す
由
を
告
ぐ
。
即
ち
参
り
て
膝
突
に
候
ず
。
施
米
の
文
、
具
は
る
や
否
や
の

由
を
問
は
ら
る
。
具
へ
候
ず
る
由
を
申
す
。
気
色
有
る
に
依
り
て
、
座
に
就
き
て
顧
み
る
。
史
守
永
、
筥
を
捧
げ
て
大
臣
の
座
の
前
に
進
む
。

大
臣
、
一
見
す
る
後
、
右
中
弁
を
し
て
之
を
奏
せ
し
む
。
奏
覧
し
了
り
て
返
給
す
。
大
臣
、
目
く
ば
せ
す
。
仍
り
て
官
人
を
し
て
史
を
召
さ

し
め
、
筥
を
罷
る
。
大
臣
、
仰
せ
て
云
は
く
」
と
あ
る
の
に
続
く
。

（
27
）『
三
長
記
』
建
永
元
年
九
月
二
五
日
条
で
は
、
上
卿
の
内
大
臣
忠
経
が
「
土
代
は
あ
る
か
」
と
尋
ね
、
記
主
で
右
大
弁
の
長
兼
が
、
例
文
を

も
と
に
書
く
旨
を
答
え
て
い
る
。
こ
こ
に
も
、
土
代
な
ど
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
他
の
儀
と
は
異
な
る
、
位
禄
定
文
（
書
分
）
の
歴
史
的

位
相
が
現
れ
て
い
よ
う
。
ま
た
、
結
ね
詞
が
「
殿
上
分
の
国
々
」「
禁
国
を
給
う
べ
き
人
々
」（『
左
経
記
』
や
『
玉
葉
』
に
も
み
え
る
）
で
あ

る
の
も
興
味
深
い
。
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位禄表 
（左が四位、右が五位の員数）

国名 年料別納租穀額 天禄 3年
殿上分

長保 3年
延喜式 政事要略 殿上分 禁国分

伊賀 2000 同 0 ･ 1 1 ･ 1 0 ･ 1
伊勢 4500 同 1 ･ 1
駿河 3500 同
伊豆 1500 同
甲斐 3500 同
相模 3500 1565
武蔵 12000 同
上総 4690 同
下総 14000 同
常陸 12000 同
信濃 12000 同 1 ･ 1 1 ･ 1 1 ･ 1
上野 17045 同
下野 11000 同
能登 4000 同 0 ･ 6
越中 4000 同 0 ･ 5
越後 7000 同 0 ･ 4
丹後 908 同 0 ･ 2 1 ･ 1 0 ･ 1
但馬 2009 同 1 ･ 1 1 ･ 1 1 ･ 1
因幡 2500 同
伯耆 4640 同
出雲 4500 同
石見 2500 同
長門 2037 同
紀伊 3100 3200 2 ･ 1 1 ･ 1 0 ･ 2
淡路 1600 同 0 ･ 3 0 ･ 3 0 ･ 2
計 5 ･ 9 5 ･ 8 2 ･23

（天禄の淡路は 2の誤りならんか）
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